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会社紹介
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昭和21年（1946年）
昭和25年（1950年）
昭和35年（1960年）
昭和54年（1979年）
昭和55年（1980年）
昭和62年（1987年）
昭和63年（1988年）
平成04年（1992年）
平成13年（2001年）
平成17年（2005年）
平成18年（2006年）
平成21年（2009年）
平成24年（2012年）
平成25年（2013年）
平成28年（2016年）
令和02年（2020年）

【大阪】 研文社創業
【大阪】 法人組織に変更。株式会社研文社設立
【東京】 株式会社東京研文社設立
【大阪】 淀川工場新館新築竣工
【大阪】 本社新社屋新築竣工
【東京】 横浜配送センター設立
【大阪】 淀川配送センター設立
【東京】 新宿区改代町に東京本社ビル新築竣工
【大阪】 日本で初めてパントン社からヘキサクローム技術を認定される
【東京】 プライバシーマーク取得
【大阪】 プライバシーマーク取得
【東京】 埼玉県嵐山町に埼玉工場新築竣工
【大阪】 尼崎に新社屋・工場新築竣工
【大阪】 淀屋橋に営業本部開設
東西合併 東京を本社とした新生 株式会社研文社の誕生
【東京】 デジタルオンデマンドセンター始動

令和3年（2021年） 5月 創業 75 年



会社紹介
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尼崎工場の業務内容
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DTP

出力
オフセット

印刷

製本
（断裁・折・中綴じ・
無線綴じ・内職）

オンデマンド
印刷



ＶＯＣ対策例〈有機溶剤蒸気の発散源対策〉
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厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署 有機溶剤を正しく使いましょうより転載



機械配置図
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2012年印刷インキをノンＶＯＣ
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2012年4月にすべての印刷機をＵＶ印刷機に更新完了
ＵＶ印刷には2009年から取り組み開始
インキメーカーと試行錯誤を繰り返して、Ｈ-ＵＶでのベジ
タブルインキを完成させて、2012年新工場へ移転を機
に全ての印刷機を小森Ｈ-ＵＶ印刷機へ更新実施
インキはリサイクル基準Ｂ⇒基準Ａ

環境にも貢献する



ＩＰＡレス
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ＩＳＯ14001認証時にＩＰＡレス化に取り組みを開始

油性印刷では、ＩＰＡレスを実施していましたが、ＵＶ印刷への取り組み
を開始した際に印刷機メーカー・インキメーカーからのアドバイスでＩＰ
Ａの使用を再開しました。
2012年4月に印刷機メーカーの技術指導でＩＰＡを使用しない方が、印

刷品質が安定するとの情報が入り、今までＵＶ印刷はアルコール（ＩＰ
Ａ・代替え液）は必要との認識でしたが、インキ・Ｈ液の開発が進んだ
ことで湿し水へのアルコール（ＩＰＡ・IPA代替え液）の完全撤廃を再開

2012年11月にＩＰＡ・ＩＰＡ代替え液の

完全撤廃に成功して低ＶＯＣ印刷へ



洗浄（ブランケット・圧胴）
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自動洗浄装置導入で洗浄液の削減
導入当時は、含浸タイプの洗浄装置ではなかったので
洗浄にムラがあり手洗いを併用していた

現在は導入設備全てが含浸タイプを採用することで低ＶＯＣへ



社員教育
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溶剤には必ず蓋をする



社員教育
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使用後ウエスへの蓋締め

出来ていない時が散見される？

一斗缶への蛇口設置



社員教育
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一般的なＶＯＣ対策
局所排気を印刷機の上に設置して洗浄作業などで発生す
るＶＯＣを場外に排出するのですが、ここでも大きな抵
抗を受ける（スイッチを入れてくれない）

なぜか、私どもの工場は排気する事で発生する空気の流れを、現場作業者が非常に
嫌がった
なぜ！工場の冷えた空気が外に出る事で熱くなる
なぜ！！工場の気圧を高め外気が入りにくくしているのに排気することで内圧が下がる
なぜ！！！排気スイッチが遠いのでめんどくさい
なぜ！！！！排気スイッチを切り忘れる
なぜ！！！！！ＶＯＣが気にならない

放置すると数年後に大変なことが起きる



溶剤の変更
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基本的な考えは、 PRTR非該当・有機則非該当の
製品✙消防法非該当の溶剤を選定
印刷で使用する溶剤から着手し始めました

先ずは一番使用量の多い洗浄液から着手



様々な抵抗

14

PRTR非該当・有機則非該当の製品プラス
消防法非該当の溶剤は洗浄性が非常に悪い

例えば、乾燥が遅いので液残りする・
溶解性が悪い事で洗浄時間が長くかかる

環境に配慮された溶剤はコストが高いのに、
洗浄性が悪く良いところがない為に作業者か
らの支持を得ることが出来ませんでした。



問題点
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①臭気がきつい

②洗浄性が悪い（溶解性が悪い）

③ローラーに液が残る（乾燥性が悪い）

臭気についてはメーカーに対策を依頼する



改善活動
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①洗浄性の改善は、ドクター刃の角度を改良

６０度・５０度・４５度・４０度・３０度・２５度・２０度・・・



改善活動
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②乾燥性の改善は、洗浄パターンの変更



改善活動
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2年掛かりましたが、ＰＲＴＲ非該当・有機則非該当・
消防法非該当の洗浄液に定着する

洗浄液のノンＶＯＣに成功



ＶＯＣ警報機設置

19

印刷で使用する主だった資材から
ＶＯＣ削減を行ってきたことで改めて
新コスモス電機の警報機を設置して
工場環境の確認

洗浄時に数回警報音が出る



使用溶剤
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リスクアセスメント
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環境測定（印刷作業場）
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環境測定（製本作業場）
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環境測定（敷地境界線）
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測定結果
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警報機が鳴る事があっ
ても作業環境は安全な
レベルを維持しています

安全な環境
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ＶＯＣ警報機配置図

オンデマンド機は
２階に集約

ＶＯＣ警報機設置
印刷5台・折機2台・加工機1台
合計8台設置



環境優良工場認定
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第17回日本印刷産業連合会会長賞 第18回経済産業省商務情報政策局長賞



社内勉強会（セミナー開催①）
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内容
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社内勉強会（セミナー開催②）
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内容
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中央労働災害防止協会工場内視察



中災防支援セミナー

腰痛とメンタルヘルス

• セミナー風景 参加者50名



中災防騒音測定



中災防騒音測定



永続的な社員の健康

従業員の意識を変えて

VOC低減を。

その為には、経営側と

従業員の協力が必要です。


